
田辺市出身、須藤慎吾演出、豪華キャストによるオペラの金字塔
この夏、田辺市にて上演！

ビゼー作曲
歌　　劇カルメン

G.BIZET

CARMEN
原語上演（字幕スーパー）

小林 由佳
カルメン 指揮：矢澤 定明須藤 慎吾

エスカミーリオ
小川 里美
ミカエラ

アントニオ・シニュレッロ
ドン・ホセ

大澤 恒夫（スニガ）、堀内 丈弘（モラレス）、坂本 伸司（ダンカイロ）
小山 陽二郎（レメンタード）、西正子（フラスキータ）、巖淵 真理（メルセデス）

演出：須藤 慎吾
管弦楽：フィオーレ・オペラ管弦楽団 合唱：田辺市オペラシンガーズ、フィオーレ・オペラ合唱団
副指揮／中村 冬威　合唱指揮／谷本 喜基　舞台監督／岸本 伸子　舞台美術／加藤 正信　照明／大鷲 良一

ヘア・メイク／きとう せいこ　衣裳／下斗米 大輔　字幕／（株）アルゴン　コレペティトゥア／伊藤 亜紀

真砂市政4期目
輝く未来へ

あなたと市政をつなぐ情報紙
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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

広報田辺　平成 29年 6月号・目次

02 目次・特集「真砂市政 4期目　輝く未
来へ」

08 トップニュース
大塔鮎釣り大会を開催します／たなべ未来創
造塾〈第二期〉の塾生を募集します　ほか

26 みんなの彩時記
南方熊楠賞 最年少で受賞／晴天の下、7 年
ぶりに開催！　ほか

14 情報ボックス
市営住宅の入居者を募集します／歴民講座を
開催します　ほか

22 みんなの広場

20 相談日程

　今月の表紙は、カッ
パークに遊びに来ていた
楠山このかちゃんです。
楽しそうにしゃぼん玉を
してくれ、終始にぎやか
な撮影となりました♪

　

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い

ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
引
き
続
き
４

期
目
の
田
辺
市
政
を
預
か
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
強
い
使

命
感
で
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
3
期
12
年
間
の
任
期
で

は
、
市
町
村
合
併
時
に
策
定
し
た
「
市
町

村
建
設
計
画
」
を
、
災
害
対
応
や
国
体
対

応
等
の
新
た
な
政
策
課
題
に
も
的
確
に
対

処
し
な
が
ら
、
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で

強
固
な
基
盤
を
形
成
し
、「
ま
ち
の
か
た

ち
」
を
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る

４
期
目
は
、
今
後
10
年
先
20
年
先
、
あ
る

い
は
も
っ
と
先
を
見
通
し
、
明
る
い
未
来

へ
つ
な
が
っ
て
い
け
る
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
堅
固
な
第
一
歩
の
4

年
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
市
役
所
庁

舎
の
移
転
を
は
じ
め
、
最
終
処
分
場
の
建

設
、
市
街
地
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
事

業
、
武
道
館
の
建
設
な
ど
、
連
続
す
る
こ

れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
事
業
を
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
着
実
に

田
辺
市
長

真
砂 

充
敏

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
次
の
世
代
が
こ
の
地

域
で
、
安
心
し
て
生
き
が
い
を
持
ち
な
が

ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
こ
の
地

域
が
未
来
永
劫ご
う

存
続
し
て
い
け
る
、
そ
の

第
一
歩
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
重
厚
な
歴

史
、
文
化
や
豊
か
な
自
然
な
ど
、
他
の
ま

ち
に
は
な
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
資
源
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
中
で
も
、
全
国
で
唯
一
、

世
界
文
化
遺
産
と
世
界
農
業
遺
産
を
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
う
し
た
二
つ
の

世
界
遺
産
を
核
と
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
の
誇
り

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
い
う
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
を
捉
え
て

う
つ
む
く
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
、難
し
い
局
面
を
力
に
変
え
る
べ
く
、

市
民
の
皆
様
と
行
政
が
共
に
知
恵
を
し
ぼ

り
、
田
辺
市
の
明
る
い
未
来
に
向
け
、
邁ま
い

進
し
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

真砂市政 4期目
輝く未来へ
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新たな躍進の時代へ
～未来へつながる新たな第一歩～

　市民の皆さんと共に築き上げた、田辺らしい「まち」の姿を、より高め、そして未来へつなげていくた
め、安全・安心・優しさを市政の機軸に据え、市民の皆さんの暮らしをしっかりと守るとともに、世界文
化遺産と世界農業遺産をはじめ、重厚な歴史・文化、豊かな自然、それらを生かした産業や営みなどの多
種多様な地域資源を生かし、人と地域が躍動するまちづくりを進めます。

◇
交
流
人
口
の
増
大

◇
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
確
立

◇
紀
州
材
の
生
産
強
化
と
利
用
拡
大

◇
漁
業
の
再
生
強
化

◇
中
心
市
街
地
の
景
観
づ
く
り
と
に

ぎ
わ
い
の
創
出

◇
山
村
地
域
の
暮
ら
し
の
確
保
と
地

域
お
こ
し
の
推
進

◇
世
界
に
開
か
れ
た
質
の
高
い
観
光

地
づ
く
り

扇
ヶ
浜
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

未
来
を
開
く
人
材
の
育
成

多
様
な
参
画
と
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
に
よ
る
山
村
の
活
性
化

◇
市
庁
舎
の
移
転
整
備

◇
文
里
湾
横
断
道
路
の
早
期
実
現

◇
津
波
・
豪
雨
対
策
の
強
化

◇
防
災
意
識
の
高
揚

◇
福
祉
・
健
康
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

◇
斎
場
の
整
備

◇
広
域
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
早
期

完
成

◇
若
い
世
代
の
希
望
に
応
じ
た
子
育

て
環
境
の
充
実

◇
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

◇
児
童
生
徒
の
健
全
な
育
成

◇
学
習
環
境
の
充
実

◇
郷
土
の
偉
人
の
顕
彰
と
功
績
の
伝
承

◇
世
界
遺
産
の
保
全
・
継
承

◇
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

　

市
民
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
来
訪

者
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
扇
ヶ
浜

の
海
浜
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、ス
ポ
ー

ツ
ビ
ー
チ
機
能
を
新
た
に
加
え
る
と

と
も
に
、
陸
地
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

植
芝
盛
平
翁
の
顕
彰
施
設
を
含
め
た

新
武
道
館
の
設
置
を
視
野
に
入
れ
る

な
ど
、
扇
ヶ
浜
の
魅
力
を
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
に

お
け
る
、
市
庁
舎
移
転
後
の
跡
地
活

用
と
、
文
里
湾
横
断
道
路
な
ど
に
よ

る
南
北
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
環
境
の
向

上
も
見
据
え
る
中
、
扇
ヶ
浜
を
核
に

位
置
付
け
、
弁
慶
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
鬪
雞
神
社
や
南
方
熊
楠
顕
彰
館
・

南
方
熊
楠
邸
と
の
連
動
性
も
高
め
な

が
ら
、
市
街
地
に
お
け
る
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
姿
を
描
き
ま
す
。

　

山
村
の
豊
か
な
資
源
と
優
れ
た

里
山
環
境
な
ど
を
生
か
し
て
、
住
居

な
ど
の
受
入
れ
環
境
も
整
備
し
な
が

ら
、価
値
観
に
応
じ
た
Ｕ
・Ｉ
・Ｊ
タ
ー

ン
を
促
進
し
、
加
え
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
展
開
や
大
学
・
企
業
と
の

交
流
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
活
動
の
拠
点

や
場
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
、
主
体
的
か
つ

自
立
的
な
活
動
を
支
援
し
、
元
気
な

山
村
を
創
り
ま
す
。

◇
子
供

　

明
日
の
田
辺
を
担
う
子
供
た
ち
を

健
全
に
育
む
た
め
、妊
娠
か
ら
出
産
、

子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
ほ

か
、
安
心
で
快
適
な
学
習
環
境
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
語
り
部

ジ
ュ
ニ
ア
活
動
」
を
は
じ
め
と
す
る

ふ
る
さ
と
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

◇
若
者

　

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
資
源
の

活
用
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
考
え
る

人
材
の
育
成
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
創
出
を
目
指
し
た
「
た
な
べ
未
来

創
造
塾
」
を
展
開
す
る
ほ
か
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
全
市
域
へ
と
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
活
動

や
移
住
者
の
起
業
へ
の
支
援
を
強
化

し
な
が
ら
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す

る
若
者
を
増
大
さ
せ
ま
す
。

明
日
へ
の

﹃
活
力
﹄ を強

め
ま
す

明
日
へ
の

﹃
希
望
﹄ を高

め
ま
す

明
日
へ
の

﹃
安
心
﹄ を築

き
ま
す

①③

②

政策政策

政策

　W世界遺産をはじめとする豊かな地域資源や地域の
スポーツ拠点「田辺スポーツパーク」などの魅力を国内
外へ発信するとともに、受入れ環境も整えながら、様々
な分野での交流を促進し、地域経済の活性化を図ります。

　生誕 150 周年を迎える「南方熊楠翁」の功績をより国内外
へ発信し、「熊楠のまち田辺」の認知度を高める一方、平成 31
年に没後 50 周年を迎える「植芝盛平翁」の顕彰と合気道の拠
点となる施設を整備します。

　津波避難タワーの整備などにより、津波避難困難地域
を早期に解消するとともに、台風や局地的な豪雨に備え、
治山・治水対策を強化します。

4
期
目
の
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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浅
あさ や ま

山 誠
せ い い ち

一（30）
無所属（新）
下万呂

安
あ だ ち

達 克
か つ の り

典（43）
自由民主党（現）
龍神村殿原

久
く ぼ

保 浩
ひ ろ つ ぐ

二（64）
日本共産党（現）

上万呂

佐
さ い

井 昭
あ き こ

子（61）
公明党（現）
あけぼの

川
かわ さ き

﨑 五
ご い ち

一（52）
日本共産党（現）
中辺路町小松原

北
き た だ

田 健
け ん じ

治（44）
無所属（現）
秋津町

小
お が わ

川 浩
ひ ろ き

樹（50）
公明党（現）
上屋敷二丁目

尾
お ば な

花 功
いさお

（58）
無所属（現）
上芳養

安
あ だ ち

達 幸
こ う じ

治（68）
無所属（現）
高雄三丁目

市
いち は し

橋 宗
しゅうこう

行（42）
無所属（現）
下三栖

塚
つか

 寿
ひ さ お

雄（53）
無所属（現）
本宮町檜葉

出
で み ず

水 豊
と よ か ず

数（65）
公明党（現）
中辺路町栗栖川

柳
や な せ

瀬 理
ま さ た か

孝（26）
無所属（新）
上秋津

陸
りく ひ ら

平 輝
て る あ き

昭（65）
無所属（現）
下川下

松
まつ う え

上 京
き ょ う こ

子（54）
無所属（新）
芳養町

宮
み や い

井 章
あきら

（50）
無所属（新）
中辺路町栗栖川

二
ふ た ば

葉 昌
ま さ ひ こ

彦（62）
無所属（現）
秋津町

前
ま え だ

田 佳
か よ

世（43）
日本共産党（新）
明洋二丁目

中
なか も と

本 賢
け ん じ

治（63）
無所属（現）
磯間

福
ふ く え

榮 浩
ひ ろ よ し

義（53）
無所属（新）
芳養松原二丁目

髙
た か だ

田 盛
も り ゆ き

行（63）
無所属（新）
朝日ヶ丘

橘
たちばな

 智
と も ふ み

史（47）
無所属（現）
新庄町

田
辺
市
議
会
議
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

田
辺
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
4
月
23
日
㊐
に
行
わ
れ
、
開
票
の
結
果
、
22

名
の
皆
さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。（
50
音
順
・
敬
称
略
）

［
氏
名
（
6
月
1
日
現
在
の
年
齢
）
／
政
党
（
現
新
別
）
／
住
所
］
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高校生レポーターが決定しました

問合せ　企画広報課 広聴広報係（☎ 0739-26-9963）

市政功労者・善行者表彰式典を行いました

問合せ　秘書課 秘書係（☎ 0739-26-9910）

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
「
広

報
田
辺
」
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
鮮
で
魅
力
あ
る
地
域

情
報
の
発
信
を
行
い
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
市
政
の
推
進
を

図
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
「
広
報
田
辺

ま
ち
か
ど
特
派
員
」
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
16
日
㊋
、
田
辺
市
役
所

に
お
い
て
「
市
政
功
労
者
・
善

行
者
表
彰
式
典
」
を
行
い
ま
し

た
。
真
砂
市
長
か
ら
、
市
政
功

労
者
表
彰
と
し
て
市
政
の
各
分

野
に
お
い
て
功
績
が
顕
著
な

方
々
に
表
彰
状
、
ま
た
善
行
者

表
彰
と
し
て
多
額
の
金
品
を
ご

寄
附
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝

状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

田
辺
市
表
彰
規
則
で
は
、
①

地
方
自
治
の
育
成
発
展
（
自

治
）、
②
社
会
福
祉
の
増
進
又

は
保
健
若
し
く
は
環
境
衛
生

の
向
上
（
民
生
）、
③
産
業
又

は
経
済
の
振
興
発
展
（
産
業
）、

④
教
育
、
文
化
等
の
振
興
（
教

育
）、
⑤
災
害
、
犯
罪
等
社
会

的
不
安
の
防
止
又
は
除
去
（
治

安
）
の
５
部
門
か
ら
成
る
「
功

労
表
彰
」
と
、
市
民
の
模
範
と

な
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
長
期
に
わ
た
り
続
け
て
お

ら
れ
る
方
（
善
行
）
や
市
の
公

益
の
た
め
に
多
額
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
た
方
（
寄
附
）
に
お

贈
り
す
る
「
善
行
表
彰
」
の
ほ

か
、「
一
般
表
彰
」
の
３
種
類

の
表
彰
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

本
年
度
か
ら
コ
ー
ナ
ー
名
が

「
青
春
キ
ラ
リ
！ 

高
校
生
レ

ポ
ー
タ
ー
」
に
変
わ
り
、
今
月

号
〜
平
成
30
年
4
月
号
ま
で
、

市
内
の
高
校
生
6
名
が
担
当
し

ま
す
。
今
後
の
活
躍
を
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

※
23
ペ
ー
ジ
参
照

人材育成講座
「田辺の未来を考えるシンポジウム」を開催します

問合せ　下記参照
　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
地
域
課

題
を
主
観
的
・
主
体
的
に
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
て
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
行
動
す
る
「
自
治

の
担
い
手
」
と
「
自
治
の
支
え

手
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

★
７
月
15
日
㊏

★
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

★
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
「
多

目
的
ホ
ー
ル
」

★
市
の
人
口
統
計
や
財
務
情
報

を
含
む
資
料
に
基
づ
い
た
解
説

講
義
を
行
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

島
根
県
雲
南
市
等
の
他
地
域
事

例
に
つ
い
て
の
紹
介
、
実
際
に
小

規
模
多
機
能
自
治
を
導
入
・
推

進
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
具
体

的
な
流
れ
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
自
身
の
地

域
や
業
務
に
落
と
し
込
む
た
め

の
簡
単
な
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

◇
演
題　
「
自
治
を
回
復
し
、

ま
ち
・
む
ら
の
課
題
を
、
ま
ち
・

む
ら
の
力
で
解
決
す
る
た
め
に

〜
総
働
と
小
規
模
多
機
能
自
治

の
す
す
め
〜
」（
仮
題
）

◇
講
師　
川
北 

秀
人 

さ
ん

（
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｅ 

﹇
人
と
組
織
と

地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
﹈

代
表
者
兼 

「
ソ
シ
オ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
編
集
発
行
者
）　　

★
7
月
7
日
㊎
ま
で
に
、
E

メ
ー
ル
で
「
人
材
育
成
講
座
申

込
み
」
と
ご
記
入
の
上
、
①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
（
連
絡

が
取
り
や
す
い
も
の
）
を
記
載

し
、
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
複
数
名
の
場
合
は
、
全

て
の
参
加
者
ご
と
に
①
〜
③
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

★
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
内

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
８

★shougai@
city.tanabe.lg.jp

大塔鮎釣り大会を開催します

問合せ　下記参照

★
７
月
２
日
㊐

※
河
川
の
状
況
が
不
良
の
場

合
、
１
週
間
ご
と
に
延
期
の
予

定
で
す
。

★
６
時
〜
15
時
頃

★
富
里
地
区
日
置
川
流
域

★
大
塔
青
少
年
旅
行
村
（
下
川

下
１
２
９
９
）

※
閉
会
式
終
了
後
、
会
場
内
に

い
る
参
加
者
の
み
で
福
引
き
抽

選
会
を
行
い
ま
す
。

★
１
人
に
つ
き
１
５
０
０
円

（
オ
ト
リ
鮎
２
匹
を
含
む
。）

※
遊
漁
券
が
別
途
必
要
で

す
。（
当
日
販
売
あ
り
。
年

券
１
万
８
０
０
円
・
日
券

３
２
４
０
円
）

※
昼
食（
軽
食
）を
用
意
し
ま
す
。

★
６
月
21
日
㊌
﹇
消
印
﹈
ま
で

に
、
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
「
大
塔
鮎
釣
り
大
会

申
込
み
」
と
ご
記
入
の
上
、
①

住
所
②
氏
名
③
携
帯
電
話
番
号

（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
固

定
電
話
番
号
）
を
記
載
し
、
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

複
数
名
の
場
合
は
、
全
て
の
参

加
者
ご
と
に
①
〜
③
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
お
申
込

み
は
、
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
受

付
を
完
了
し
た
方
に
は
、
左
記

か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

★
大
塔
鮎
釣
り
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
大
塔
行
政
局
産
業

建
設
課
内
）

〒
６
４
６
―

１
１
９
２　

鮎
川

２
５
６
７
―

１

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
３
０
１

★
０
７
３
９
（
４
９
）
０
３
５
９

★oto@
city.tanabe.lg.jp

■
市
政
功
労
者
表
彰

◇
自
治
功
労　
（
故
）
浦
地 

稔
、

泰
本 

啓
志
、
長
瀧 

長
久
、
庄

司 

喜
代
和

◇
民
生
功
労　

西 

シ
ノ
ブ
、

中
岩 

喜
美
子
、
岩
本 

好
夫
、

山
口 

キ
ヨ
子
、
栗
原 

ま
つ
子
、

安
永 

修
行
、
清
水 

弘
一
、
篠

﨑 

恭
子

◇
教
育
功
労　
桑
原 

久
仁
夫

◇
治
安
功
労　
駒
木
根 

秋
利

■
善
行
者
表
彰　

◇
寄
附　
（
故
）
雑
賀 

清
子
、

糸
川 

禎
彦
、
森
川 

隆
、
一
般

財
団
法
人
新
庄
愛
郷
会
、
田
辺

ダ
イ
ハ
ツ
販
売
株
式
会
社
、
田

辺
は
ま
ゆ
う
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、田
辺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

株
式
会
社
ワ
イ
エ
ス
イ
ー

■特派員紹介（写真左から）［氏名（敬称略）・高校名］
池永 彩

あや の

乃（神島高校）、名越 大
だい ち

地（田辺工業高校）、北村 佳
か な

奈（南紀高校）、
盛永 なつみ（南紀高校）、久保 朋

ともゆき

之（南部高校龍神分校）、里田 汐
しお ん

音（田辺高校）

川北 秀
ひで と
人

　NPO・市民団体と行政
との協働の基盤づくりを進
め、毎年約 60 の自治体で、
職員や市民との合同研修を
担当。地域自治組織の先進
地・島根県雲南市の地域自
主組織制度を立ち上げ当初
から支援し、雲南市から地
域自治組織を学ぶ「雲南ゼ
ミ」設立を呼び掛け、全国
の自治体が住民自治のあり
方を学んでいる。

講師紹介
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ふるさと田辺へのご支援ありがとうございました

問合せ　たなべ営業室（☎ 0739-33-7714）
　

平
成
20
年
４
月
30
日
の
地
方
税
制

改
正
で
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
で
は
、

平
成
20
年
５
月
に
「
ふ
る
さ
と
田
辺

応
援
寄
附
金
」
を
創
設
し
、
ふ
る
さ

と
で
あ
る
市
の
発
展
の
た
め
に
応
援

し
た
い
な
ど
、
皆
さ
ん
の
思
い
を
寄

附
金
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
返
礼
品
と
し
て
平
成
26
年

度
は
梅
樽
、
平
成
27
年
度
は
「
プ
レ

ミ
ア
田
辺
味
わ
い
旅
事
業
」
と
し
て

市
内
で
の
宿
泊
と
熊
野
古
道
語
り
部

が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
旅
プ
ラ
ン
を
追

加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
28
年
度

に
は
、
ふ
る
さ
と
の
情
報
を
伝
え
る

紀
伊
民
報
の
購
読
と
田
辺
市
地
域
ブ

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
加
盟
事
業
者
が

提
供
す
る
74
品
を
加
え
、
寄
附
金
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
寄
附
件
数

と
金
額
は
、
９
９
６
３
件
、

１
億
１
３
４
３
万
８
８
１
５
円
と
な

り
、
平
成
27
年
度
の
件
数
と
金
額
を

上
回
る
ご
寄
附
を
10
〜
11
ペ
ー
ジ
の

と
お
り
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
本
市
に
対
す
る
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事業名 金額 件数 活用先

蟻の熊野詣
～世界遺産（熊野古道）
関連事業～①

29,064,583 円 2,758 件

世界遺産追加登録記念イベントの開催
世界遺産追加登録記念品作成
世界遺産追加登録ポロシャツ作成経費
国指定文化財継桜王子跡保存整備事業
世界遺産熊野本宮館名誉館長関係経費
世界遺産熊野本宮館の管理経費
世界遺産等を活かした魅力あるまち検討事業委託
世界遺産登録推進事業費補助
世界遺産等緊急保全対策事業費補助

地球にやさしいふるさと
～環境保全事業～② 13,967,010 円 1,301 件

自然観察教室
飼い主のいない猫への不妊去勢手術補助
樹木・苗木等購入経費
市有林植栽イベント（天空三部広葉樹林間植栽）
文化財の森特別保存整備事業補助
田辺市美化連絡協議会補助
一般廃棄物清掃啓発業務委託（駅前美化清掃啓発事業）
資源集団回収事業実施団体奨励補助
カモシカ食害対策事業

事業名 金額 件数 活用先

あがらのまち
～ふるさとづくり事業～
③

9,246,010 円 804 件

弁慶まつり補助
田辺・弁慶映画祭事業費補助
イルカふれあい事業費補助
商店街活性化事業費補助（ヤーヤー祭り）
田辺笠鉾協賛会補助
商店街開業支援事業費補助
龍神観光協会補助
龍神地域活性化事業費補助
中辺路町観光協会補助
住民バス運行委託
大塔観光協会補助
鮎釣り大会補助
熊野本宮観光協会補助
大学連携地域づくり事業費補助

元気かい！ ふるさとの
父、母、友よ
～安心して心豊かに暮ら
せるまちづくり事業～④

7,856,000 円 682 件
おたふくかぜワクチン接種の助成

災害用備蓄品購入

南方熊楠翁顕彰事業・植
芝盛平翁顕彰事業⑤ 2,841,001 円 250 件

南方熊楠翁顕彰事業
植芝盛平翁顕彰事業

指定なし（①～⑤のいず
れかの事業に活用）⑥ 50,464,211 円 4,168 件

南紀田辺 UMEロードマラソン大会補助
関西実業団対抗駅伝競走大会補助
近野山間マラソン大会補助
情報教育（パソコン等、リース代）
図書購入費
新庄総合公園整備管理費
シティプロモーション事業
地域プロモーション事業補助
紀州田辺ブランド推進事業費補助
田辺・弁慶映画祭事業費補助（再掲）
イルカふれあい事業費補助（再掲）

合計 113,438,815 円 9,963 件

■寄附金の具体的な活用成果【平成 28 年度】

▲①世界遺産追加登録記念イベント▲②自然観察教室▲③弁慶まつり▲⑥南紀田辺 UME ロードマラソン
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きれいで住みよいまちのために ～ 6 月は環境月間です～

問合せ　環境課 環境対策係（☎ 0739-26-9927）

一人ひとりが幸せな社会のために
～男女共同参画社会の実現を目指して～

問合せ　男女共同参画推進室（☎ 0739-26-4936）

■
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
市
は
、

海
や
山
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
素

晴
ら
し
い
ま
ち
で
す
。
こ
の
美

し
い
自
然
や
景
観
、
快
適
な
生

活
環
境
を
守
っ
て
い
く
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
絶
対

に
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い

と
い
う
心
と
行
動
が
大
切
で
す
。

屋
外
で
出
た
ご
み
は
、
必
ず
持

ち
帰
っ
て
き
ち
ん
と
分
別
を
し

て
収
集
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
空
き
地
の
適
正
管
理
に
ご
協

力
を
！

　

空
き
地
に
雑
草
等
が
生
い

茂
っ
た
状
態
で
管
理
が
行
き
届

い
て
い
な
い
と
、
次
の
よ
う
な

問
題
が
発
生
し
、
周
辺
住
民
の

皆
さ
ん
の
ご
迷
惑
と
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

◇
害
虫
等
の
発
生
源
に
な
り
や

す
い
。

◇
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
交
通

の
妨
げ
に
な
る
。

◇
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を
誘

発
す
る
。

◇
い
た
ず
ら
や
火
の
不
始
末
で

火
災
の
火
元
と
な
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
き
地

に
は
、
雑
草
等
が
生
育
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、「
田
辺
市
環
境
美

化
条
例
」
を
施
行
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
、
事
業
者
及
び
土
地
所

有
者
等
と
一
体
と
な
り
、「
清

潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
条
例

に
は
、
市
内
に
土
地
を
所
有
す

る
方
に
対
し
て
、
適
正
な
管
理

を
お
願
い
す
る
旨
の
規
定
を
し

て
い
ま
す
。

■
ご
み
の
「
野
焼
き
」
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

ご
み
の
野
焼
き
は
、
煙
や
臭

い
等
の
発
生
に
よ
り
周
辺
住
民

等
の
迷
惑
と
な
る
だ
け
で
な

く
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
で
一
部
の

例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分
別
を

し
て
、
市
の
収
集
に
出
す
か
、

市
ご
み
処
理
場
ま
で
自
己
搬
入

す
る
等
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ

う
。（
た
だ
し
、
産
業
廃
棄
物

の
収
集
及
び
自
己
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
一
部
の
例
外
と
し

て
、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
暖

を
取
る
た
め
の
た
き
火
、
農
業

者
が
行
う
梅
の
せ
ん
定
枝
の
焼

却
等
、
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

■
6
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参

画
週
間
で
す

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
の

公
布
・
施
行
日
で
あ
る
６
月
23
日
〜

29
日
の
1
週
間
は
、「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
で
す
。
こ
の
法
律
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
全
国
的
に

様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校

で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
「
男
女
共
同
参
画
」
っ
て
何
？

　

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
様
々
な

活
動
に
共
に
「
参
画
」
す
る
こ
と
で

す
。「
参
画
」
と
は
、
単
な
る
参
加

で
は
な
く
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
計
画

等
を
つ
く
っ
て
い
く
場
合
に
、
最
初

の
段
階
か
ら
男
性
も
女
性
も
加
わ
っ

て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

■
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

の
五
つ
の
柱

　

平
成
11
年
６
月
23
日
に
公
布
・
施

行
さ
れ
た
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
で
は
、
次
の
五
つ
の
柱
（
基
本
理

念
）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◇
男
女
の
人
権
の
尊
重

　

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
重

ん
じ
、
男
女
の
差
別
を
な
く
し
、「
男

だ
か
ら
…
…
」「
女
だ
か
ら
…
…
」

で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
能

力
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
確
保
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
社
会
に
お
け
る
制
度
又
は
慣
行
に

つ
い
て
の
配
慮

　
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」

等
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
に
捉

わ
れ
ず
、
男
女
が
様
々
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
、
社
会
の
制
度
や
あ
り
方

を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共

同
参
画

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
方
針
の
決
定
に
参
画
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の

活
動
の
両
立

　

男
女
は
共
に
家
族
の
構
成
員
。
お

互
い
に
協
力
し
、
社
会
の
支
援
も
受

け
、
家
族
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
、
仕
事
や
学
習
、
地
域
活
動

等
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
国
際
的
協
調

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
、
国
際
社
会
と
共
に
歩
む
こ
と

も
大
切
で
す
。
他
の
国
々
や
国
際
機

関
と
も
相
互
に
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
取

組
が
重
要
で
す
。「
難
し
そ
う
」
と

か
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
わ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
・
職
場
・
地

域
・
学
校
等
日
常
生
活
の
中
で
、
一

人
だ
け
に
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
に

責
任
を
担
う
等
、
互
い
に
尊
重
し
合

い
、協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

自
分
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
相

手
の
こ
と
も
認
め
、
思
い
や
る
気
持

ち
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

たなべ未来創造塾〈第二期〉の塾生を募集します

問合せ　下記参照
　

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
資

源
の
活
用
に
向
け
、
本
業
を
生

か
し
て
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
創
出
、
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
た
「
た

な
べ
未
来
創
造
塾
〈
第
二
期
〉」

を
開
催
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
塾
生
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
講
義
を
通
し

て
自
ら
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

考
え
る
意
欲
の
あ
る
方
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
７
月
〜
平
成
30
年
２
月　

お
お
む
ね
隔
週
㊏　

全
14
回
程

度
を
予
定

★
14
時
〜
17
時

★
市
役
所
「
会
議
室
」
ほ
か

★
市
に
在
住
若
し
く
は
在
勤
又

は
市
で
創
業
す
る
意
欲
の
あ
る
方

★
10
名
程
度
（
応
募
多
数
の
場

合
は
、面
接
に
よ
る
選
考
あ
り
）

★
１
万
円

★
６
月
20
日
㊋
﹇
必
着
﹈
ま
で

に
、
申
込
書
を
左
記
へ
郵
送
又

は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
左
記
で
配
布
す
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

★
た
な
べ
営
業
室

〒
６
４
６
―

８
５
４
５

新
屋
敷
町
1　

本
庁
舎
3
階

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
７
７
１
４

★http://w
w
w
.city.tanabe.

lg.jp/tanabeeigyou/index.
htm
l

▲昨年度の様子

【図書の紹介】

　男女共同参画センターには、このほか約 300 冊の図書があり、貸出しをし
ています。

『女性官僚という生き方』
村木厚子・秋山訓子／編者　　岩波書店　
　霞ヶ関の各省庁で働く女性たちが語る、リアルな生き方・働
き方に、日本が変わるための鍵と秘密があります。女性官僚に
題材をとった、日本の組織、社会について考える 1冊です。

『男はなぜこんなに苦しいのか』
海原純子／著　　朝日新聞出版
　心の不調を訴える男性たち。誰もが傷ついている世の中で、
男らしさの神話の呪縛から抜け出し、回復力を見に付け、スト
レスに強い自分になるための後押しをしてくれるでしょう。
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男
女
共
同
参
画
懇
話
会
一
般
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進

に
関
す
る
施
策
及
び
重
要
事
項
を
審
議

す
る「
田
辺
市
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

☆
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
、
20
歳
以
上

（
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
）
の
方
で
、

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
及
び
職

員
で
な
い
方

■
募
集
人
数　

3
名
以
内

※
選
考
委
員
会
を
設
け
て
選
考
し
ま
す
。

■
任
期

委
嘱
の
日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日

☆
6
月
30
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、「
田

辺
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度

の
小
論
文
に
、
申
込
書
（
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職

業
・
地
域
・
団
体
等
に
お
け
る
活
動
状

況
等
）
を
添
え
て
、
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
又
は
E
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
等
は
、
左
記
で
配
布
す
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
等
は
、

返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
推
進
室
（
市
民
総
合

セ
ン
タ
ー
4
階
）

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/danjo/index.htm
l

　

応
募
用
紙
は
、
左
記
又
は
各
行
政
局

総
務
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配
布
す

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
。

■
報
酬　

審
議
会
出
席
ご
と
に

６
５
０
０
円
（
実
際
の
支
給
額
は
、
源

泉
所
得
税
徴
収
後
の
額
と
な
り
ま
す
。）

■
そ
の
他　

選
任
さ
れ
る
と
、
市
の
非

常
勤
特
別
職
と
な
り
ま
す
。

☆
都
市
計
画
課 

計
画
整
備
係
（
庁
舎

別
館
1
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
７

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
６
０
１
６

☆toshikeikaku@
city.tanabe.

lg.jp☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/keikaku/index.htm
l

☆
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
田
辺

地
域
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
９

☆http://www.m
od.go.jp/pco/wakayam

a/

都
市
計
画
審
議
会
一
般
公
募
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩

序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
、
土
地
の
利

用
方
法
、
建
物
の
建
て
方
の
ル
ー
ル
や

道
路
・
公
園
等
の
都
市
施
設
に
関
す
る

都
市
計
画
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
調
査
審
議
す
る
「
田
辺
市
都
市
計

画
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

☆
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

◇
市
内
に
住
民
票
を
有
す
る
又
は
勤

務
・
在
学
さ
れ
て
い
る
応
募
期
限
日
現

在
で
20
歳
以
上
の
方

◇
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
学
識
経
験
や
関
心
が
あ
る
方

◇
年
に
2
回
程
度
の
平
日
昼
間
の
審
議

会
に
出
席
可
能
な
方

◇
任
期
満
了
ま
で
継
続
し
て
審
議
会
へ

出
席
可
能
な
方

◇
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
及
び

職
員
で
な
い
方

■
募
集
人
数　

2
名

※
選
考
委
員
会
を
設
け
て
選
考
し
ま
す
。

■
任
期

8
月
1
日
〜
平
成
32
年
7
月
31
日

☆
6
月
27
日
㊋
﹇
消
印
﹈
ま
で
に
、
所

定
の
応
募
用
紙
に
、
応
募
す
る
理
由
・

動
機
に
つ
い
て
４
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、そ
の
他
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
直
接

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

☆
日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法
第
38

条
第
1
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
方

コース 対象年齢 受付 試験日 試験場所
自衛官
候補生

（任期制
コース）

18 歳以上
27 歳未満

年間を通じて
行っています。

9 月
23 日㊏㊗

和歌山県民文化
会館（女子）

9 月
28 日㊍

田辺市民総合
センター（男子）

一般曹
候補生

18 歳以上
27 歳未満

7 月 1 日㊏～
9 月 8 日㊎

9 月
16 日㊏

紀南文化会館

航空
学生

18 歳以上
21 歳未満

7 月 1 日㊏～
9 月 8 日㊎

9 月
18 日㊊㊗

和歌山県民文化
会館

で
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
平
成
30
年

4
月
1
日
現
在
）、
航
空
学
生
は
21
歳

未
満
の
男
女

※随時、個別説明を実施中です。（要予約）

■コース及び試験日等

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
住
宅

◇
本
庁
管
内

《
新
万
》
新
万
…
2
戸

《
新
庄
》
内
之
浦
6
…
1
戸

《
芳
養
松
原
》
い
ち
ご
﹇
母
子
﹈
…
１
戸

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
小
皆
》
小
皆
﹇
高
﹈﹇
単
・
可
﹈

《
川
合
》
川
合
２

◇
大
塔
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
鮎
川
》
鮎
川
下
附
6

《
鮎
川
》
鮎
川
津
呂
2

《
鮎
川
》
大
塔
﹇
単
・
可
﹈

■
間
取
り
・
家
賃
等

　

間
取
り
は
、
2
Ｋ
・
2
Ｄ
Ｋ
・
3
Ｄ

Ｋ
等
タ
イ
プ
が
異
な
り
ま
す
。家
賃
は
、

４
７
０
０
円
〜
4
万
８
４
０
０
円
で
、

住
宅
や
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

☆
7
月
3
日
㊊
〜
24
日
㊊
﹇
消
印
﹈
に

下
記
へ
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
、
下
記
又
は
各
行
政

局
産
業
建
設
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。
抽
選
は
、
8
月
4
日
㊎
10

時
か
ら
、本
庁
舎
3
階
「
第
一
会
議
室
」

で
行
い
ま
す
。
な
お
、
募
集
団
地
等
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
随
時
募
集
住
宅　

既
に
入
居
者
が
決

定
し
て
い
る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

◇
龍
神
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
小
家
》
小
家

《
柳
瀬
》
フ
ォ
レ
ス
ト
館
﹇
単
﹈

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内
（
各
1
戸
）

《
川
合
》
川
合
2

《
栗
栖
川
》
栗
栖
川
鍵

《
石
船
》
石
船

◇
大
塔
行
政
局
管
内

《
合
川
》
合
川
庵
谷
﹇
定
﹈
…
2
戸

《
向
山
》
向
山
﹇
定
﹈
…
4
戸

■
語
句
説
明

﹇
母
子
﹈
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
、

同
居
し
て
い
る
母
子
世
帯
を
対
象
に
募

集
す
る
住
宅
で
、
入
居
後
、
そ
の
児
童

が
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
時
点
で
退

去
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

﹇
高
﹈
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
65
歳
以
上

で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
夫
婦
を
対

象
に
募
集
す
る
住
宅
で
す
が
、
親
子
等

2
世
代
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

﹇
単
・
可
﹈
単
身
者
及
び
世
帯
で
の
申

込
み
が
で
き
ま
す
。

﹇
単
﹈単
身
者
の
み
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

﹇
定
﹈
市
外
か
ら
の
移
住
者
を
対
象
に

募
集
す
る
住
宅
で
す
が
、
住
民
票
が
市

内
に
あ
る
方
も
申
込
み
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
市
外
か
ら
の
申

込
み
を
優
先
し
ま
す
。

☆
建
築
課 

市
営
住
宅
係

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
1

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
６

税
務
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

■
試
験
日

①
第
1
次
試
験　

9
月
3
日
㊐

②
第
2
次
試
験　

10
月
11
日
㊌
〜
20
日
㊎

※
①
の
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

☆
⑴
高
卒
見
込
み
の
方
及
び
高
卒
後
3

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
（
平
成
26
年

4
月
1
日
以
降
に
卒
業
し
た
方
）

⑵
人
事
院
が
⑴
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

☆
別
途
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。
採
用
予
定
数
は
、
最
新
情

報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆http://w
w

w
.jinji.go.jp/top.htm

※
採
用
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
採
用
案
内
」
に
も
掲
載
し
ま
す
。

☆http://w
w

w
.nta.go.jp

☆
6
月
19
日
㊊
〜
28
日
㊌

◇
専
用
ア
ド
レ
ス

☆h
ttp://w

w
w

.jin
ji-sh

iken
.

go.jp/juken.htm
l

※
原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み
と
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
希
望
す

る
第
1
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税
局

（
国
税
事
務
所
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☆
◇
大
阪
国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験
係

☎
０
６
（
６
９
４
１
）
５
３
３
１

◇
田
辺
税
務
署 
総
務
課

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
２
５
０

第
32
回
田
辺
第
九
演
奏
会
の
合
唱
団

員
を
募
集
し
ま
す

■
演
奏
会
日
時

12
月
10
日
㊐　

15
時
〜

☆
ど
な
た
で
も
可
（
初
心
者
に
は
、
特

別
練
習
が
あ
り
ま
す
。）

☆
年
間
団
費　

６
０
０
０
円

☆
6
月
30
日
㊎
﹇
消
印
﹈
ま
で
に
、
は

が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
性
別
・
合
唱
パ
ー

ト
・
合
唱
経
験
の
有
無
を
ご
記
入
の
上
、

田
辺
第
九
の
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

☆
◇
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

◇
田
辺
第
九
の
会
事
務
局（
喫
茶
モ
カ
内
）

〒
６
４
６
―

０
０
３
５

中
屋
敷
町
１
０
２

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
７
９
８
６
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児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
を
引
き
続

き
受
給
す
る
た
め
に
は
、
毎
年
6
月
に

現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
受
給
者
に
は
、
6
月
支
払

通
知
と
併
せ
て
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
同
封
の
現
況
届
に
記
載
の
上
、
必

要
書
類
を
添
え
て
、
6
月
30
日
㊎
ま
で

に
、
下
記
又
は
各
行
政
局 

住
民
福
祉

課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
未
提
出
の
場
合
は
、
6
月
分
以

降
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類

◇
現
況
届

◇
受
給
者
及
び
配
偶
者
の
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
写
し
（
田
辺
市
国
保
の
場

合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

◇
平
成
29
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
転
入
前
の
市
区
町
村
長
の

発
行
す
る
平
成
29
年
度
所
得
証
明
書
等

（
平
成
28
年
中
の
所
得
で
、
扶
養
親
族

数
等
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

◇
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て

い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額
（
1
人
に
つ
き
月
額
）

◇
3
歳
未
満　

1
万
５
０
０
０
円

◇
3
歳
以
上
小
学
6
年
生
ま
で
の
第
一

子
及
び
第
二
子
　

1
万
円

◇
3
歳
以
上
小
学
6
年
生
ま
で
の
第
三

子
以
降　

1
万
５
０
０
０
円

◇
中
学
生　

1
万
円

◇
特
例
給
付　

右
記
の
額
に
関
わ
ら
ず

５
０
０
０
円

■
支
払
日

◇
6
月
9
日
㊎　
2
月
〜
5
月
分

◇
10
月
10
日
㊋　
6
月
〜
9
月
分

◇
平
成
30
年
2
月
9
日
㊎　
10
〜
1
月
分

※
出
生
や
転
出
等
に
よ
り
受
給
で
き
る

期
間
や
支
払
月
が
相
違
し
ま
す
の
で
、

支
払
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
市
民
課 

庶
務
年
金
係
（
本
庁
舎
２

階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
５

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
、「
臨
時
福
祉
給
付
金（
経

済
対
策
分
）」
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
は
、
申
請
し
て
い
た
だ

か
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

申
請
の
受
付
は
、
6
月
22
日
㊍
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点
で
市
内
に

住
民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
分
の
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

　

た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶

養
親
族
等
（
税
申
告
上
の
配
偶
者
・
扶

養
親
族
・
専
従
者
）、
生
活
保
護
の
受

給
者
で
あ
る
方
は
、
除
き
ま
す
。

■
支
給
額　

１
人
に
つ
き
１
万
５
０
０
０
円

■
注
意
点

　

申
請
期
間
等
は
、
各
市
区
町
村
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
田
辺
市
以
外
が
申
請

先
と
な
る
方
は
、
事
前
に
そ
の
市
区

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

☆
◇
福
祉
課 

臨
時
福
祉
給
付
金
担
当

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
０

◇
給
付
金
受
付
窓
口
（
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
７
４
９
２

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ
　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
、
第
10
回
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
遺
族
は
、
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
の
遺
族
で
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。な
お
、

子
に
つ
い
て
は
、胎
児
も
含
ま
れ
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で

あ
る
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

④
右
記
③
以
外
の
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・

兄
弟
姉
妹

⑤
右
記
①
〜
④
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等

内
の
親
族

■
請
求
期
間

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

■
請
求
書
配
布
・
提
出
先

左
記
又
は
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

☆
福
祉
課 

庶
務
係
（
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
０

歴
民
講
座
を
開
催
し
ま
す

☆
6
月
24
日
㊏

☆
13
時
30
分
〜
15
時
（
予
定
）

☆
た
な
べ
る
2
階
「
大
会
議
室
」

■
演
題　

田
辺
祭
に
つ
い
て

■
講
師　

濵
岸 

宏
一 

さ
ん
（
文
化
財

審
議
会 
委
員
長
）

☆
文
化
振
興
課 
文
化
財
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
講
座
を
開

催
し
ま
す

　

家
事
や
育
児
や
仕
事
等
で
な
か
な
か

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い
方
へ
。
読
み
た

い
本
を
手
に
と
り
、
ち
ょ
っ
と
一
息
、
自

分
の
た
め
の
読
書
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

☆
☆
6
月
29
日
㊍　

10
時
〜
12
時

☆
た
な
べ
る
1
階
「
図
書
館
」

■
演
題　

ほ
ん
（
本
）
の
ひ
と
と
き
自

分
の
た
め
の
読
書
タ
イ
ム

☆
子
育
て
中
の
保
護
者
の
方

☆
6
月
12
日
㊊
〜
19
日
㊊
に
、
左
記
へ

電
話
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
一
時
保
育　

対
象
は
、
未
就
学
児
ま

で
。
先
着
10
名
で
、
無
料
で
す
。
6
月

19
日
㊊
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

自
然
観
察
教
室
「
初
夏
の
海
辺
を
楽

し
も
う
」
を
開
催
し
ま
す

☆
6
月
11
日
㊐

☆
9
時
30
分
〜
12
時

☆
天
神
崎

☆
9
時
30
分
ま
で
に
丸
山
の
見
え
る
駐

男
女
共
同
参
画
推
進
員
企
画
講
座
を

開
催
し
ま
す

　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」「
同
性
愛
者
」「
性
同

一
性
障
害
」
等
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
講
師

か
ら
ご
自
身
の
体
験
を
元
に
お
話
し
を

伺
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
こ
の

講
座
を
人
生
を
豊
か
に
す
る
一
つ
の

き
っ
か
け
と
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し

く
、
生
き
や
す
い
社
会
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
。

☆
☆
7
月
9
日
㊐　

14
時
〜
15
時
30
分

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
「
交
流

ホ
ー
ル
」

■
演
題　

多
様
な
性
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
よ
う
〜
現
代
社
会
の
性
差
（
こ
こ

ろ
や
社
会
の
障
壁
）
に
つ
い
て
〜

■
講
師　

栗く
り
た田 

奈な

つ津 

さ
ん
（「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
」の
メ
ン
バ
ー
・

精
神
保
健
福
祉
士
）

☆
30
名
程
度

☆
6
月
12
日
㊊
〜
7
月
7
日
㊎
に
、
左

記
へ
電
話
又
は
E
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
一
時
保
育　

対
象
は
、
小
学
3
年
生
ま

で
。
先
着
10
名
で
、
無
料
で
す
。
6
月

28
日
㊌
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

車
場

■
講
師　

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン

タ
ー
専
門
員　

等

☆
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般
（
小
学
生

は
、
保
護
者
同
伴
）

☆
筆
記
用
具
・
採
集
用
具
・
ビ
ニ
ー
ル

袋　

等

■
服
装　

帽
子
・
手
袋
・
長
靴

☆
前
日
ま
で
に
、
は
が
き
又
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
６
―

０
０
５
１

稲
成
町
１
６
２
９

☎
☆
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆hikiiw
a@

m
b.aikis.or.jp

☆
毎
週
㊊（
休
館
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
翌
日
）

ふ
る
さ
と
文
化
振
興
補
助
金
を
交
付

し
ま
す

☆
市
内
の
文
化
活
動
の
振
興
又
は
伝
統

文
化
の
継
承
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
団
体
等
が
行
う
、
文
化
の
振
興
に
寄

与
す
る
事
業
で
、
審
査
の
上
、
市
長
が

認
め
た
事
業
。
た
だ
し
、左
記
の
事
業
・

団
体
等
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
国
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
公
的
補

助
又
は
他
の
公
益
法
人
等
か
ら
の
補
助

を
受
け
て
い
る
事
業

◇
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
等

◇
特
定
の
政
治
活
動
又
は
宗
教
活
動
を

目
的
と
す
る
団
体
等

■
補
助
金
額

　

事
業
1
件
に
つ
き
、
補
助
対
象
と

な
る
事
業
経
費
の
2
分
の
1
以
内
で
、

10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

☆
事
前
に
必
ず
お
問
合
せ
の
上
、
7
月

28
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、
所
定
の
申

込
書
・
事
業
計
画
書
等
の
必
要
書
類
に
、

申
請
す
る
団
体
等
の
規
約
等
を
添
え

て
、左
記
へ
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
左
記
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係
（
市
民

総
合
セ
ン
タ
ー
３
階
）　　

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３ 
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情報ボックス

休日急患診療

防災行政メール等 救急受診ガイドモバイル用ホームページ

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

電話案内サービス

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃ 7119
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　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄
関右側）
　内科・小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18時～21時30分も診療を行っ
ています。）
　☎ 0739-26-4909

  男 　35,756 人
  女 　40,160 人
  計 　75,916 人
世帯　35,518 世帯
出生　　　39 人（男 20 女 19）

市の人口
（平成 29年 4月末現在）

前月比
（-60）
（-70）
（-130）
（+19）

新
宮
川
水
系
各
ダ
ム
情
報
等
に
つ
い
て

　

新
宮
川
水
系
の
各
ダ
ム
（
池
原
・
七

色
・
小
森
・
風
屋
・
二
津
野
）
放
流
状

況
及
び
小
森
発
電
所
・
十
津
川
第
二
発

電
所
の
運
転
予
定
を
、
24
時
間
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
新
宮
川
水
系
各
ダ
ム
情
報

☎
０
１
２
０
（
３
０
）
２
４
２
５

■
小
森
発
電
所
・
十
津
川
第
ニ
発
電
所

運
転
予
定

☎
０
１
２
０
（
２
０
）
１
９
１
４

き
れ
い
で
豊
か
な
水
環
境
保
全
の
た

め
に

︻
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て
︼

　

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水
域
の
水
質

汚
濁
を
防
止
し
、
水
環
境
を
保
全
す
る

た
め
、
住
宅
等
へ
の
浄
化
槽
の
設
置
に

つ
い
て
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

☆
市
内
の
下
水
道
・
集
落
排
水
等
の
排

水
処
理
施
設
の
整
備
を
し
て
い
な
い
地

域
に
お
い
て
、
住
宅
等
に
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方

■
補
助
金
額　

浄
化
槽
本
体
及
び
そ

の
設
置
工
事
に
要
し
た
費
用
を
補
助
し

ま
す
。
た
だ
し
、
浄
化
槽
の
規
模
（
人

槽
）
や
種
類
ご
と
に
上
限
額
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去

し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

合
に
、
撤
去
費
用
に
対
し
て
9
万
円
を

上
限
と
す
る
上
乗
せ
補
助
が
あ
り
ま
す
。

☆
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
浄
化
槽
設

置
工
事
を
行
う
前
に
申
請
書
を
提
出

し
、
交
付
決
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
︼

　

浄
化
槽
が
正
し
く
管
理
さ
れ
て
い
な

い
と
、
処
理
能
力
が
低
下
し
、
悪
臭
や

水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
管
理

者
に
3
つ
の
義
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

人槽区分 従来型浄化槽 環境に配慮
した浄化槽

5 人槽 33 万 2,000 円 38 万円

7 人槽 41 万 4,000 円 46 万 2,000 円

10 人槽 54 万 8,000 円 59 万 6,000 円

■補助金の上限額

※ 11 人槽以上については、下記へお問い合
わせください。

　

浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

定
期
的
に
点
検
・
調
整
・
薬
剤
の
補
給

等
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
保

守
点
検
は
、
県
の
登
録
を
受
け
た
保
守

点
検
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

②
清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

浄
化
槽
中
の
微
生
物
が
排
水
を
浄
化

す
る
過
程
で
、
不
要
物
と
し
て
汚
泥
が

溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
定

期
的
に
汚
泥
の
引
抜
き
や
装
置
の
洗
浄

が
必
要
で
す
。
一
般
家
庭
の
浄
化
槽
で

は
、
年
に
1
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

　

浄
化
槽
が
正
常
に
働
い
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
年
に
1
回
、
県
の

指
定
検
査
機
関
（
公
益
社
団
法
人　

和

歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
３

―

４
３
２
―

６
４
３
３
）
の
行
う
法
定
検

査
で
、
浄
化
槽
の
機
能
の
診
断
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
検
査
の
結
果

は
市
に
報
告
さ
れ
、
市
は
必
要
に
応
じ

て
助
言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

︻
浄
化
槽
に
関
す
る
届
出
︼

　

浄
化
槽
を
使
用
開
始（
再
開
）・
休
止
・

廃
止
を
す
る
場
合
や
浄
化
槽
管
理
者
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
等
は
、
左
記
へ
届

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
環
境
課 

生
活
排
水
係（
本
庁
舎
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６)

９
９
２
７

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
　
　
　
　
　
　

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手
続
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

☆
平
成
29
年
度
の
労
働
保
険
料
の
申

告
・
納
付
手
続
は
、
7
月
10
日
㊊
ま
で

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
労
働
者
が

安
心
し
て
働
く
た
め
の
保
険
で
す
。

　

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
年
度
当
初

に
概
算
で
申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
の

当
初
に
確
定
申
告
の
上
、
精
算
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
料
の
納
付
は
、
最
寄
り
の

銀
行
・
信
用
金
庫
・
郵
便
局
等
金
融
機

関
（
歳
入
代
理
店
）
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

☆
和
歌
山
労
働
局 

総
務
部 

労
働
保
険

徴
収
室

☎
０
７
３
（
４
８
８
）
１
１
０
２

商
工
業
診
断
指
導
事
業
を
実
施
し
ま
す

☆
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化
に
積
極
的

に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
者

の
皆
さ
ん
に
、
専
門
家
で
あ
る
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
直
接
指
導
を
行
う
も

の
で
す
。

☆
市
内
の
中
小
事
業
者

■
診
断
項
目　

販
売
管
理
・
仕
入
管
理
・

店
舗
管
理
・
生
産
管
理
・
財
務
管
理
等

■
診
断
経
費　

無
料
（
た
だ
し
、
診
断

内
容
に
よ
っ
て
は
、
自
己
負
担
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

☆
◇
商
工
振
興
課 

商
工
労
政
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
０

◇
田
辺
商
工
会
議
所

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
５
０
６
４

◇
牟
婁
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
３
５
）
１
１
１
０

◇
龍
神
村
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
４
７
２

◇
中
辺
路
町
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
１
０
０
２

◇
大
塔
村
商
工
会

☎
０
７
３
９
（
４
９
）
０
１
７
１

◇
本
宮
町
商
工
会

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
０
２
６
９

狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す

☆
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
わ
な
猟
と

銃
猟
の
免
許
取
得
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

☆
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
農
業

従
事
者
又
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方
等
で
、
左
記
の
条
件

を
満
た
す
こ
と

◇
わ
な
猟　

狩
猟
免
許
試
験
合
格
者

で
、
今
年
度
狩
猟
者
登
録
を
さ
れ
る
方

◇
銃
猟　

狩
猟
免
許
試
験
合
格
者
で
、

か
つ
猟
銃
所
持
許
可
証
の
交
付
を
受

け
、
今
年
度
狩
猟
者
登
録
を
さ
れ
る
方

■
補
助
金
額

◇
講
習
会
受
講
料
の
全
額

・
初
心
者　

1
万
円

・
経
験
者　

５
０
０
０
円

◇
試
験
の
手
数
料
の
2
分
の
1

・
初
心
者　

２
６
０
０
円

・
経
験
者　

１
９
５
０
円

◇
銃
猟
の
射
撃
教
習
費
用
の
全
額

3
万
７
０
０
０
円
以
内

※
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

県
民
の
友
6
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

☆
試
験
を
受
け
て
免
許
を
取
得
し
、
今

年
度
の
狩
猟
者
登
録
を
し
た
後
、
左
記

又
は
各
行
政
局
産
業
建
設
課
（
19
ペ
ー

ジ
参
照
）
で
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
農
業
振
興
課 

農
政
係
（
庁
舎
別
館

2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
０

※
携
帯
電
話
・
自
動
車
電
話
か
ら
も
通

話
で
き
ま
す
。

☆
電
源
開
発
株
式
会
社 

西
日
本
支
店

十
津
川
電
力
所

☎
０
７
３
５
（
４
７
）
２
０
１
９



相談日程等

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）

有 料 広 告
２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）

　本紙（広報田辺）及び田辺市のホームページに掲載する有
料広告を募集しています。
　広告掲載を希望される方は、広告原稿を添えて掲載を希望
する月の２か月前の 20 日までにお申し込みください。詳し
くは、企画広報課 広聴広報係までお問い合わせください。
☎ 0739-26-9963　　http://www.city.tanabe.lg.jp/kikaku/koukoku-kouhou.html

広報紙・ホームページへ広告を載せてみませんか？

有 料 広 告 募 集 中 ！
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有料広告 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

親子健康カレンダー

編集後記

施設の予約

相談日（予約受付） 時間 相談場所等 問合せ

市民法律相談
（対象は市民の方で
先着 8名、6/26 のみ
4 名。相談日の正午
までに要予約）

6/12 ㊊（6/ 6 ～）・山本弁護士
6/19 ㊊（6/13 ～）・倉谷弁護士
6/26 ㊊（6/20 ～）・山本弁護士※
7/ 3 ㊊（6/27 ～）・中松弁護士
7/10 ㊊（7/ 4 ～）・鈴木弁護士

14 時 ～ 16 時
のうち、１人
15 分間
※ 6/26 は 14
時 30 分 ～ 15
時 30 分

社会福祉センター
3 階「相談室」

（本庁舎東隣 3 階）
※ 6/26 は中辺路
行政局

自治振興課
市民生活係

（本庁舎 3 階）
☎ 0739-26-9911

市民・消費生活相談 平日 8 時 30 分 ～
17 時 15 分 右記

行政相談

6/ 2㊎・松本淳 13 時 30 分 ～
15 時 30 分 龍神行政局

6/16㊎・中村恒夫 10 時～ 11 時 中辺路行政局

6/27㊋・那須正治
　　　　（☎ 090-4640-3142） 13 時～ 15 時 社会福祉センター

3 階「相談室」

6/27㊋・折戸富子 13 時～ 15 時 本宮行政局

6/28㊌・佐田俊知 13 時～ 15 時 大塔行政局

人権・登記・相続相談
（人権相談は平日に対応。
登記相談は事前に要問合
せ。法務局でも相談可。）

① 6/ 1㊍・人権擁護委員
② 6/ 2㊎・人権擁護委員、法務
局職員

13 時 30 分 ～
15 時 30 分
※受付は 15 時
まで

① 市 民 総 合 セ ン
ター 4 階「会議室」
②龍神行政局

法務局 田辺支局
( 文里一丁目 11-9)
☎ 0739-22-0698

ひきこもり相談
（窓口に来られる場
合は要予約）

平日 8 時 30 分 ～
17 時 15 分

健康増進課 健康管理係
☎ 0739-26-4901
◇相談専用　☎ 0739-26-4933
☆ shc@city.tanabe.lg.jp

愛あい子育て相談 平日 8 時 30 分 ～
17 時 15 分

地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）☎ 0739-22-9285
※「愛あいルーム」での面接相談可

女性電話相談 平日・女性相談員 9 時～ 12 時 ◇相談専用　☎ 0739-26-4919

外国人相談（English）
（事前に要問合せ）

㊊～㊍ 9 時～ 17 時
国際交流センター　☎ 0739-33-9019

　㊎ 9 時～ 12 時

介護相談 平日 8 時 30 分 ～
17 時 15 分

やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
（市民総合センター 1 階）
☎ 0739-26-9906
※認知症については、第1㊌ 10 時～12
時に「よりみちサロンいおり」でも相談可

不登校 ･いじめ ･教育
相談 平日 9 時～ 16 時 教育研究所（本庁舎北隣 2 階）

☎ 0739-25-1511

いじめホットライン 平日 9 時～ 16 時
◇相談専用　☎ 0739-26-3224
◇いじめ相談ダイレクトメール
☆ ijime110@city.tanabe.lg.jp

家庭児童相談 平日 8 時 30 分 ～
17 時

家庭児童相談室(市民総合センター1階)
☎ 0739-26-4926

【生涯学習センター】
■貸室　11 室

（市民総合センター内の交流ホール・
会議室・料理実習室など）
☆平成 29 年 9月分は 7/3㊊から予約可
☆生涯学習課 公民館係
☎ 0739-26-4925

6 月の納税等

■市県民税 普通徴収…全期前納分・第 1 期分、年金特別徴収…6 月
徴収分、給与特別徴収…5 月徴収分
■国民健康保険税 特別徴収…6 月徴収分
■介護保険料 特別徴収…6 月徴収分
■後期高齢者医療保険料 特別徴収…6 月徴収分
※納期限を過ぎて納付されますと、督促手数料及び延滞金を加算する
場合があります。

◇４か月児健診　6/13 ㊋＝田辺、15 ㊍＝大塔、27 ㊋＝田辺、7/12 ㊌＝田辺
◇７か月児健診　6/6 ㊋＝田辺、15 ㊍＝大塔、28 ㊌＝田辺、7/11 ㊋＝田辺
◇ 11か月児相談　6/9 ㊎＝田辺、15 ㊍＝大塔、29 ㊍＝田辺、7/4 ㊋＝田辺
◇１歳６か月児健診　6/1 ㊍＝田辺 ･ 龍神、7 ㊌＝大塔、22 ㊍＝田辺、7/6 ㊍＝田辺
◇２歳児相談　6/1 ㊍＝龍神、7 ㊌＝田辺・大塔、20 ㊋＝田辺、7/3 ㊊＝田辺、14 ㊎＝田辺
◇３歳６か月児健診　6/1 ㊍＝龍神、2 ㊎＝田辺、7 ㊌＝大塔、21 ㊌＝田辺、7/7 ㊎＝田辺
◇マタニティスクール　6/9 ㊎＝田辺、7/14 ㊎＝田辺
◇パパママ教室　6/25 ㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター、龍神…龍神保健センター、中辺路…中辺路保健センター、大塔…大塔健康プラザ、
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは、対象者に送付している通知をご覧いただくか、健康増進課健康管理係（☎ 0739-26-
4901）又は各行政局住民福祉課（☎ 19 ページ参照）までお問い合わせください。

▼あちこちで緑が鮮やかになり、夏が近づいているのを感じます▼僕は暑いのが苦手なので、今
が一番好きな時季▼今のうちにお出掛けを楽しみたいと思います（りーち☆）
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ALOHA！ 
国際交流員の
ジェンです♪
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　　防災コラム備えて
安心！

たなべスマイル　　　　　　　たなべ散歩ほの
ぼのジェンの

　　　　　　高校生レポーター青春キラリ！
☆

　昨年で昭和南海地震から70年が経ち、次の南
海トラフ地震の発生が危惧されていますが、地震
に対する備えは進んでいますか。以前、あるテレ
ビ番組で、地震発生時、子供がすぐに防御行動を
取り、迅速に避難した結果、一人の犠牲者も出さ
なかっただけでなく、行動を起こさない大人を説
得して避難させていた事例が紹介されていました。
その中で、行動を起こさない原因として、非常時
における行動心理（危険に対する人の対応）につ
いて興味深い考察があったのでご紹介します。
①正常性バイアス　まだ大丈夫、これは正常の
範囲内と自分に言い聞かせる

　大塔地域には、数十年前から存在は知られて
いたものの、どこにあるのか分かっていない風
穴（山腹などにあり、夏季に冷風が吹き出す洞穴）
がありました。「男のロマン探検隊」は、その風
穴を探すために、2年前に大塔村商工会青年部
のメンバーを中心に結成されたグループです。
　探索は、昔から地域に住む方の協力を得なが
ら回数を重ねて行い、探し始めて約 1か月でよ
うやく風穴を見付けることができました。この
風穴からは強い風が吹いており、専門家による
と、全国的に見ても第一級のものだそうです。
　風穴の発見が皆さんに知られるようになって
から、多くの反響があり、国からも調査の依頼
がありました。この風穴は、大塔地域にとって、
大きな価値のあるものだと思っています。今は
まだ調査段階ですが、行く行くはルートや案内
などを整備し、風穴を中心に体験型の観光資源
として多くの方に訪れてもらい、地域の活性化
につなげたいです。

第 37 回　災害時の行動心理

②経験の逆機能　過去はこれで大丈夫だった
③同調性バイアス　皆がこうしているから私も
大丈夫
④エキスパートエラー　専門家がこう言ってい
るから大丈夫
　これらを克服するには、自問と自省、実践訓練
をするしか方法はないそうです。市では、毎年9
月の第一日曜日を家族で考える防災の日とし、こ
の日に合わせて防災訓練を行っています。訓練に
参加し防災意識を高め、地域の自主防災活動で実
践訓練を積むことで、万一の行動心理に打ち勝ち、
適切な避難行動ができるように備えましょう。

第 15回　龍神村の護摩壇山

　広報の取材としては、今回初めて龍神村に行きました。龍神村
では、ごまさんスカイタワーに行き、龍神岳という和歌山県で最
高峰な場所まで歩きました。天気がとても良く、涼しい風が吹き、
とても気持ち良かったです。山の頂上に着いたら、素晴らしい景
色が待っていました。目の前には、広い青空の下に、様々な色合
いの緑で覆われている山脈が遠くまで続いていました。頂上では、
誰もいなかったので、鳥の鳴き声を聞きながら絵のような景色を
楽しみ、とても癒されました。私は、ハワイでよくハイキングを
するのですが、ハワイの山からの景色では、必ず海が見えますが、
龍神での景色は、高い山がいっぱいあり、始めて見た景色で素敵
でした。龍神岳の後に、龍神護摩壇山森林公園にシャクナゲと言
う花を見に行きました。残念ながらまだ早かったので、つぼみの
ものが多かったですが、公園を散歩すると、シャクナゲの花がと
ころどころに数本咲いていたのでラッキーでした。薄いピンクと
明るいピンクのシャクナゲが咲いていて可愛かったです。あめの
ような甘い香りがしました。今度、たくさんシャクナゲが咲いて
いる時に、龍神護摩壇山森林公園に行ってみたいと思いました。

　私は、磯間の湊浦漁港の女性部の皆さんに会いに行きました。漁港
に着くと、『しらす丼』と書かれた旗がたくさん並んでいました。し
らす丼は、朝 6時頃から作り始め、11 時に開店して販売を始めます。
　お店が今のように知られるようになるまで、様々なことがありました。
もともと磯間では、生しらすに醤油をかけて食べるという文化がなかっ
たそうです。しかし、他の地域ではそうして食べているという話を聞いて、
美味しいんやろうかと思い、女性部のメンバーで他県に行き、話を聞い
たりその場で食べてみたりと、いろいろ研究を重ねて今のしらす丼になっ
たそうです。お店は、漁港の人たちと協力して作り上げたものです。
　女性部の皆さんが作るしらす丼は、とても美味しく、お母さんたちの
愛情が感じられました。明るく笑顔が素敵なお母さんたちは、みんなを
元気にしてくれる存在。春の湊浦漁港に花が咲いたような気がしました。

男のロマン探検隊
隊長　野久保 貴博 さん

新鮮 !! 磯間しらす丼 !!
写真・文　神島高校　池永 彩乃

ついに見つけた「男のロマ
ン」を、観光資源にしたい
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我が家の愛ドル ～    月生まれ～

　　　子育てクラブすく
すく

図書館へ行こうた
な
べ
方
言
事
典

ひとことコラム

お子さんと一緒に
おはなしのコーナー

司書のおすすめ！ 新着図書

※移動図書館の運行日時は、下記へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
☆ 市立図書館　☎ 0739-22-0697　☆ http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html

休館日 開館時間
本館＝㊋～㊏ 9 時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ 9 時 30 分～ 18 時
分室＝ 9時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時
間延長あり。
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広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。氏名、住所、生年月日、電話番号、
簡単なコメント（50字まで）を添えてください。7月生まれのお子さんの締切りは、6月 12日㊊です。
掲載できる枠に限りがありますので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■宛て先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

　食中毒は、年間を通して注意することが必要
ですが、梅雨や夏の時期は、特に食中毒の危険
性が高まります。子供は、症状が重くなること
から、以下の 3点に注意し、予防しましょう。
①菌をつけない !
　手には様々な菌が付着しているので、調理・
食事の前には必ず手洗いし、原材料や食器、調
理器具も使う前後にしっかり洗いましょう。
②菌を増やさない !
　肉や魚などの生鮮食品や惣菜は、購入後、で
きるだけ早く冷蔵庫か冷凍庫へ入れましょう。
冷蔵品は 10℃以下、冷凍品はマイナス 15℃以

第 47回　食中毒を予防しましょう !

下で保存してください。
③菌をやっつける !
　ほとんどの細菌やウイルスは、加熱によって
死滅します。中心部まで十分加熱しましょう。（目
安は、中心温度が 75℃で 1分）布巾やまな板、
包丁などの調理器具は、熱湯やアルコールなど
でしっかり除菌してください。肉や魚、卵など
の調理に使った器具は、特に注意が必要です。
　もし、食中毒になってしまったら、十分に水
分をとり、早めに医療機関を受診しましょう。
その際は、症状が出る前の食事内容や症状の経
過をメモして持参すると診察がスムーズです。

健康増進課
健康管理係
 渕田　早苗

下浦　旭
あさひと

智ちゃん (6歳）
来年は 1年生です !!
年中反抗期で、とにかく
カリカリしてますが、たま～に
男らしく優しいところを見せてくれ
成長を感じます♡
体操教室も頑張ってね☆

伊藤　璃
り こ

香ちゃん (2歳）
お誕生日おめでとう！毎日たくさん
お話してくれて楽しいです♡ ご飯
いっぱい食べて元気に大きくなって
ね♪

岡本　健
けんすけ

佑ちゃん (3歳）
いつもやんちゃな健佑くん。元気に
大きくなってね !
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本館＝毎週㊊（㊗を除く。）、6/22㊍（整理日）
龍神分室＝第 1･3㊏㊐
中辺路分室＝毎週㊐
大塔分室＝第 1･2･3㊏、毎週㊐
本宮分室＝毎週㊏㊐

　今年は、南方熊楠翁生誕 150 周年にあたりま
す。その熊楠翁が、市の図書館のルーツと言え
る私設の図書館で、大正 12 年 9 月 6 日に、江
戸時代関係の図書 4冊を借りた直筆の借用書が
残っています。熊楠翁が頻繁に図書館を利用し
ていたことが想像できます。図書館には、南方
熊楠コーナーがあるので、生誕 150 年を機会に、
その人物像に触れてみてください。（雄）

★おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居など
（対象：4歳くらいから）
本館＝ 6/4・11・18・25、7/2 全㊐
 （11 時～）
中辺路分室＝ 6/17㊏（10 時 30 分～）
大塔分室＝ 6/24㊏（10 時 30 分～）

★おはなしのじかん
おはなしやわらべうたなど
（対象：小学生以上）
本館＝ 6/3、7/1 全㊏（10 時 30 分～）

★おはなしタイム
おはなしや絵本の読み聞かせなど
（対象：4歳くらいから）
本館＝ 6/10・17・24 全㊏ （11 時～）

★ひよこタイム
赤ちゃん絵本の読み聞かせやわらべ
うたあそびなど（対象：0～ 2歳）
本館＝ 6/21㊌（11 時～）

★こぐまタイム
絵本の読み聞かせやパネルシアター
など（対象：2～ 3歳）
本館＝ 6/21㊌（11 時 30 分～）

おばけ遊園地は大さわぎ
作／柏葉　幸子
絵／ひらい　たかこ
発行／ポプラ社
　小学 5年生のまひるが館長
を務める「おばけ美術館」。そ
の美術館で、夜中に子守唄が
聞こえるといううわさが……。

地震・火山や生物でわかる
地球の科学
著／松田　准一
発行／大阪大学出版会
　最新の地球科学の研究成果
について、地球の構造と地震、
地球と生命の過去と未来等の
項目で、分かりやすく解説する。

ぴ
ら
ぴ
ら
（
ぴ
ら
っ
ぴ
ら
）

や
に
こ
う
（
や
に
こ
い
）

速
い
。
速
く
。「
ぴ
ら
っ
ぴ
ら
」
は
非
常
に
速
い
さ
ま
。
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みんなの彩時記

　5月 2日㊋、たなべるで扇ヶ浜PR大使委嘱式
が行われ、元水泳日本代表の千葉すずさんが就
任しました。千葉さんは、「扇ヶ浜の良さを広め、
多くの方を呼びたいです」と話してくれました。

　5 月 17 日㊌、田辺スポーツパークで、ゲー
トボールと囲碁を合わせたニュースポーツ「囲
碁ボール」の教室が開催され、18 名の参加者
が点数を競いました。

　5月 13 日㊏・14 日㊐、ガーデンホテルハナ
ヨで行われた田辺商工フェア内で「消費生活を
考えるみんなの広場」が開催され、消費相談や
パネル展示などが行われました。

　5月15日㊊、紀南文化会館小ホールで、「クニ
三上 JAZZピアノトリオ」の皆さんによる「0才
からのジャズコンサート」が開催され、赤ちゃん
から大人まで一緒になって名曲を楽しみました。

　5月 3 日㊌㊗、本宮町三越で船玉神社祭が行
われ、熊野本宮大社の神主による祝

のりと

詞奏上など
の神事があったほか、奥熊野太鼓の演奏やもち
まきが行われました。

　4月 29 日㊏㊗、大塔の熊
い や

野地区で、平成 23 年
以降、台風 12 号などの影響で中断されていた若
葉まつりが 7年ぶりに開催されました。地元住民
によるちらしずしやうどん・山菜などの食品販売
が行われたほか、先着 300 名には梅干しと餅のプ
レゼントがありました。また、メインイベントの
あまごのつかみ取りでは「楽しい！」と、子供た
ちが大はしゃぎ。参加者は「復活すると聞いたと
きは、とても楽しみでした。子供たちも喜んでい
るようでよかったです」と話してくれました。

晴天の下、7 年ぶりに開催！

　5 月 13 日㊏、紀南文化会館で第 27 回 南方熊
楠賞授賞式が開催されました。今回受賞されたの
は、自然科学部門より、京都大学大学院 人間・
環境学研究科教授の加藤真

まこと

さんです。授賞式当日
はあいにくの天気でしたが、多くの方が来場され、
授賞式後の記念講演「共生で織り込まれた自然、
共生が創りだす生物多様性」では、全員が真剣に
聞き入りました。また、加藤さんは、授賞式当日
の午前中は高山寺や南方熊楠顕彰館・南方熊楠邸
へ、翌日は神島へ上陸し、見学されました。

南方熊楠賞 最年少で受賞
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